
主日の祈り  

全
ぜん

能
のう

の神
かみ

様
さま

。あなたは、御
み

子
こ

イエス・キリストの聖
せい

なるからだへと

あなたの民
たみ

を紡
つむ

ぎ、一
ひと

つとしてくださいました。あなたを愛
あい

する私
わたし

たちに、信
しん

仰
こう

と献
けん

身
しん

を貫
つらぬ

いた聖
せい

徒
と

たちに倣
なら

い、備
そな

えられた言
い

い尽
つ

く

せない喜
よろこ

びに与
あずか

らせてください。あなたと聖
せい

霊
れい

とともにただ独
ひと

り

の神
かみ

、永
えい

遠
えん

の支
し

配
はい

者
しゃ

、御
み

子
こ

、主
しゅ

イエス・キリストによって祈
いの

ります。

アーメン 

全聖徒主日 召天者記念礼拝 （２０２１年１１月１４日）   

 ※礼拝中に起立の部分がありますが、お体の悪い方はご無理をなさらず、着席のままで結構です。 
 

前  奏 

讃 美 歌      “わがささぐる” ―４２３―（1、2、3節） 

懺  悔        式文１ページ 

詩編交読       詩編２４編    

 地
ち

とそこに満
み

ちるもの、世
せ

界
かい

とそこに住
す

むものは、主
しゅ

のもの。 

     主
しゅ

は、大
おお

海
うみ

の上
うえ

に地
ち

の基
もとい

を置
お

き、潮
しお

の流
なが

れの上
うえ

に世
せ

界
かい

を築
きず

かれた。 

どのような人
ひと

が、主
しゅ

の山
やま

に上
のぼ

り、聖
せい

所
じょ

に立
た

つことができるのか。 

     それは潔
けっ

白
ぱく

な手
て

と清
きよ

い心
こころ

をもつ人
ひと

。空
むな

しいものに 魂
たましい

を奪
うば

われるこ

となく、欺
あざむ

くものに誓
ちか

うことをしない人
ひと

。 

主
しゅ

はそのような人
ひと

を祝
しゅく

福
ふく

し、救
すく

いの神
かみ

は恵
めぐ

みをお与
あた

えになる。 

     それは主
しゅ

を求
もと

める人
ひと

。ヤコブの神
かみ

よ、み顔
かお

を尋
たず

ね求
もと

める人
ひと

。 

城
じょう

門
もん

よ、頭
あたま

を上
あ

げよ。とこしえの門
もん

よ、身
み

を起
お

こせ。 

     栄
えい

光
こう

に輝
かがや

く王
おう

が来
こ

られる。 

栄
えい

光
こう

に輝
かがや

く王
おう

とは誰
だれ

か。 

     強
つよ

く雄
お

々
お

しい主
しゅ

、雄
お

々
お

しく戦
たたか

われる主
しゅ

。 

栄
えい

光
こう

に輝
かがや

く王
おう

とは誰
だれ

か。 

     万
ばん

軍
ぐん

の主
しゅ

、主
しゅ

こそ栄
えい

光
こう

に輝
かがや

く王
おう

。 

グロリア・パトリ            式文３ページ  

キ リ エ                式文４ページ 

グロリア・イン・エクセルシス   式文６ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖書朗読     ヨハネによる福音書 11：32～44     （新約 189頁） 

信仰告白     使徒信条 式文１１ページ  

説  教       『 共 感 』           李正雨師 

献金 ・奉献唱    式文１３ページ 

教会の祈り                      

召天者記念の祈り 

聖餐の序詞      式文２２ページ  

陪   餐（※いずれの教会においても、父と子と聖霊のみ名によって洗礼を受けられた方

は聖餐の恵みに与ることが出来ます。洗礼がまだの方でも祝福に与ることが出来ま

す。案内に従って、どうぞ前へとお進みください。） 

陪餐の感謝       式文３０ページ  

祝  福 

讃 美 歌        “主よおわりまで” ―３９４―（1、3節） 

後  奏 
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日本ルーテル教団 飯能ルーテル教会 
教職 李正雨牧師 

〒357-0033 埼玉県飯能市八幡町 20-9 

電話/Fax 042-972-5774 

教会メール（役員会へ） nrkhanno1517@gmail.com 

Facebook www.facebook.com/飯能ルーテル教会 

HP https//kirakira2020.jp/ 牧師メール  ljwman94@gmail.com 

 

イエスは、彼女が泣き、一緒に来たユダヤ人たちも泣いているの

を見て、心に憤りを覚え、興奮して、言われた。「どこに葬ったの

か。」彼らは、「主よ、来て、御覧ください」と言った。 

（ヨハネ 11:33-34） 
 


